
　（別紙４（２）） 事業所名： グループホーム　みかんの木

目標達成計画 作成日　：　令和２年　　　12月　　　17日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 26

現状において、計画作成担当者のみの計画・モ
ニタリングを行っており、スタッフにその全貌が
周知されていない。

計画作成をするにあたって、計画作成者と
担当スタッフを含めて、骨組みを作成し、モ
ニタリングも担当スタッフを交えて行えるよう
な仕組みを構築する。

計画作成担当者とスタッフの話し合いの時間を
設け、計画書の回覧を行う。また、モニタリング
についてもスタッフの視点での記入を追加でき
るように仕組みにしていく。

6ヶ月

2 35

オール電化の施設の為、災害時における停電
など、電気の供給がストップした場合に、ほとん
どの事が機能しないリスクがある。

電気の供給が比較的長期にわたってストッ
プした場合でも、食事の提供などの最低限
の事は施設内で対応可能な体制を構築す
る。

停電時の想定の災害訓練の実施を行う。
ガスと鍋での炊飯の訓練の実施。

12ヶ月

3 42

口腔ケアが病気や認知症のリスクを下げるとい
う報告もある中、スタッフによって、やり方などが
異なり、チェックが徹底されていない。

　口腔ケアを統一して管理・チェックできるよ
うな体制を整える。

　歯科衛生士と協力し、定期的な口腔ケアの
チェック体制とスタッフへの教育を行う。

12ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具
体的な計画を記入します。

【目標達成計画】　


